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　はじめに 
　信州大学震動調査グループは，これまでに長野県松本市，大町市，安曇野市の「揺れやす

さマップ」を作成1) 2) 3)してきたが，2025年4月18日に長野県北安曇郡池田町広津地区を震
源とする地震（以後広津地震と呼ぶ）は，これら「揺れやすさマップ」のエリア内に被害を

もたらした初めての地震であった．そこで，想定されていた「揺れやすい」地域と実際の被

害地域の関係を検討し，新たに見出された揺れを増幅する地形的要素を指摘する．

震源断層

　広津地震は松本盆地の東，フォッサマグナの大峰帯と水内帯を境する小谷-中山断層4)近傍
の深度13kmで発生したMj5.1の地震であった．気象庁発表のCMT解と余震分布から断層面は
南北走向，西落ち48°で，断層運動は上盤側が南へ20°ずり上がる動きであった．この断層面
の走向傾斜から，震源断層は活断層である松本盆地東縁断層の共役断層と推定される．

地震被害

　広津地震の最大震度は震度5弱（大町市八坂など）であった．被害は震央付近の山地域か
ら西側の盆地中央部に及ぶ．被害を集計すると屋根瓦（棟瓦）･壁の破損等の建物被害；51
軒，ブロック塀･石垣･道路等被害；13ヵ所，墓石等石造物被害；13ヵ所（50基以上）とな
る．集計値は大町市，池田町，生坂村，安曇野市への問い合わせと，震央付近の山地部を中

心とした独自の現地調査による．

被害地域の特徴と震度

　被害は松本盆地内部には少ないが，盆地東縁と犀川沿いの段丘上に転々と連なる（大町

市；三日町~山下，池田町；中島~坂下~南台，安曇野市明科塩川原～生坂村大日向区のV字
上で南北には18kmの範囲）．被害範囲は広いが件数は少ない．山間部では震央の北東に被
害が多く，集中して被害が発生した地域（大町市；切久保･矢下･大平･藤尾，池田町；足

崎）もあり，そのほとんどが尾根上か地すべり地内である．被害内容とその程度から被害地

域の震度は震度5弱~5強相当と判断する．震度5強としたのは尾根上の足崎と地すべり地内
の大平，藤尾である．これらの地点の実際の震度は不明だが，気象庁[推計震度分布図]・防
災科研[J-RISQ地震速報]・構造計画研究所[QUIET+]が公表した震度分布図では，ほとんどが
震度4の地域にあたる．
被害と地盤の評価 
　大町市の「揺れやすさマップ」に被害地域を重ねると，松本盆地東縁の段丘上，山間部と

も被害地域は相対的に揺れやすい地域にあたることが多いが，3機関の震度分布図では広津
地震の被害地域は揺れにくい地域にあたる．この違いは山地や段丘上の地震波の地盤増幅率

の見積もりの差異による．「揺れやすさマップ」では山地や段丘上のボーリングデータから

（比較的）軟弱な地盤を多数確認し，それに基づき増幅率を計算し設定しているが2)，各震
度分布図は震度観測点がない地域では微地形区分を援用して得られた地盤増幅率（山地や段
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丘の地盤増幅率は1.0以下）5)を用いている．
地形効果

　被害地域の多くが相対的に「揺れやすい地域」にあたるとは言ってもそれに反する被害地

域もある．この原因は地盤増幅率の設定自体にも求められようが，むしろ被害地域が地形と

の相関が高いことが注目される．兵庫県南部地震のいわゆる“震災の帯”形成メカニズムの一
つとして盆地端部効果（堆積盆地への直達S波と盆地端部からの表面波との増幅的干渉）が
受け入れられてきた6)．広津地震のV字の被害域はまさに，山地の縁辺の盆地（段丘）で盆地
端部効果の効くゾーンある．また，地すべり地内の顕著な被害は，地すべりの滑落崖と移動

体が山地と盆地の関係にあると見れば同じ効果で説明し得る．

まとめ

「揺れやすさマップ」，各機関の震度分布図はもちろんJ-SHISの全国地震動予測地図も地形
による地震波の増幅は考慮されていない．一般的に揺れにくいと考えられがちな山地や段丘

であっても“盆地縁辺の段丘”と“背後に滑落崖を持つ地すべり地域”は周囲より揺れが増幅され
る可能性が高く地震被害のリスクは高い．そのため各マップの改訂を待たず当該地域への周

知をはかった方がよいであろう．
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